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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

神高速道路と阪神高速5号湾
岸線をつなぐ「名神湾岸連絡
線」。約20年に及ぶ計画の末、

3月6日に国土交通省近畿地方整備局、
兵庫県、神戸市及び高速道路会社が道
路の構造などについて協議し、車線数を
片側1車線の2車線道路にすることを合
意した。
　同道路は約3kmの予定で、阪神高速
3号神戸線と国道43号に集中している交
通量を分散させるもの。全国ワースト１と
もいわれる3号神戸線の渋滞解消や関
西3空港の連携強化、沿道環境の改善

名

鶴酒造株式会社（神戸市）が、
農林水産省の「平成29年度輸
出に取り組む優良事業者表

彰」で食料産業局長賞を受賞した。これ
は、食品の輸出促進を図るため、優良な
取り組みを広く紹介することを目的としたも
の。同社は、清酒の海外専用商品の開発
や多言語対応をしたブランドサイトの構築、
海外へ輸送する際のコストダウンの取り組
みなどが高く評価された。

　同社が清酒の輸出を開始したのは
1900年のパリ万博の時。現在では北米や
アジアを中心に50カ国以上に輸出し、清酒
業界では量・金額とも日本一の輸出量を
誇る。主に純米酒や吟醸酒などが、和食
レストランを通じて提供されている。
　国税庁によると、平成28年の清酒の輸
出金額は対前年比 111.2％、輸出数量も対
前年比108.6％となり、いずれも７年連続で
過去最高。一方、同社の担当者は「国内
全体で製造する清酒のうち、輸出用は約4
％。まだまだ伸ばす余地があります。東欧や
北欧、アフリカなどにも進出したい」と話す。

白

名神高速と湾岸線をつなぐ連絡線計画
西宮浜新出入口も 

春の全国交通安全運動 ～4/6は「交通安全意識を高める日」4/10は「交通事故死ゼロを目指す日」～
協力：兵庫県警察

　4/6（金）から4/15（日）の間、
「春の全国交通安全運動」が
実施される。
　新年度になり、入学や進級を
迎える４月以降に小学生の歩行
中・自転車乗用中の交通事故が
増加する傾向にあることから、
交通ルールの遵守と正しい交通
マナーの実践を習慣づけよう。

● 交通事故に遭わないためには、歩行者も交通安全に
対する意識を高く持つこと。

● 道路を横断する時、近くに横断歩道があれば、必ず
横断歩道を利用すること。

● 横断歩道を横断する場合でも、左右の安全確認をし
っかり行うこと。

● 高齢の方は、横断中「特に左方」の安全確認を意識
すること。

● 夜間等の外出時は反射材や懐中電灯などを活用し、
ドライバーに自分の存在をアピールすること。

　港町として栄えた
　神戸のファッション産業

応3（1868）年の開港以来、諸
外国との交易拠点として重要
な機能を担ってきた神戸港。海

外から豊かな資源や人の流入によってア
パレルや靴、洋菓子、洋家具など様 な々産
業が発展し、独自の文化やライフスタイル
が築かれてきた。1973年には全国に先が
けて「ファッション都市宣言」がなされ、産
業、都市、市民の三位一体で都市づくりを
推進。92年に発足した公益財団法人神
戸ファッション協会は「衣・食・住・遊」全般
を“ファッション産業”と定義づけ、活性化に
向けた取り組みを行ってきた。
　ところが、95年の阪神・淡路大震災で、
ケミカルシューズ分野がピーク時に比べ生
産額が半分以下に縮小するなど、ファッシ
ョン産業全体が大きな打撃を被った。「そ

神戸をもっと元気に
ファッションから広げる
地場産業の活性化

慶

阪神・淡路大震災から23年。街は再建され人々の暮らしは日常を取り戻したものの、大きな打撃を受けた地場産

業は、未だ、かつての輝きを取り戻してはいない。産業を活性化し、神戸をもっと元気にしたい…そんな想いを掲げ、

官民で協力しながら“ファッション”というフィールドからさまざまな取り組みが広がっている。

白鶴酒造食料産業局長賞を受賞

年4月2日は国連が定めた「世
界自閉症啓発デー」。世界中
で啓発活動が実施され、その

一環として、各地のランドマークが青色に
ライトアップされる「ライト・イット・アップ・ブ
ルー」が行われる。国内では約200カ所、
県内では世界遺産姫路城のほか、神戸
ポートタワーやモザイク大観覧車など神
戸港周辺も参加する。
　同イベントは、2010年にアメリカの自閉
症支援団体「オーディズム スピークス」が
始めた。芦屋市の佐伯比呂美さんら5人
の母親がこの活動に賛同し、日本でも行

おうとNPO法人「あっとオーディズム」を立
ち上げ2011年から開催。いまや全国各地
に賛同者を広げている。佐伯さんは「自閉
症への理解を広めることで、当事者を含
めた全ての人が過ごしやすい世の中にな
るはず。なぜ今日はブルーなんだろうと疑
問に思うだけでも啓発活動になる」と話す。
ポスター掲示や青い服の着用など、可能
な範囲での参加を呼びかけている。

毎

世界自閉症啓発デー
神戸ポートタワーなどが
ブルーにライトアップ

スポートの発給業務を行ってい
る兵庫県旅券事務所が、4月1
日から土曜日と日曜日の業務を

開始する。４カ所ある旅券事務所（神戸、
尼崎、姫路、但馬空港）の全てで実施。両
曜日とも開庁するのは全国初の試みとなる。
　県民へのサービス向上の一環として検
討し、外務省や総務省に打診したところ協

力的な回答を得て実現に至った。神戸では
平日約550人の利用者に対し、土日は約1.5
倍の800人ほどの利用を見込んでいる。開
庁は水曜日から日曜日まで、月曜日と火曜日、
祝日は休みとなる。また、これまでの旅券事
務所業務は県職員が担ってきたが、今後、
窓口業務を民間事業者に委託する。

パ

県内の全旅券事務所
土日もパスポートを発給

春関西圏内の大学へ進学する
高校生が集まり、大学の枠を越
えた入学式を自分たちの手で企

画しようというプロジェクトが4月21日に開催
される。多くの学生と知り合うことでより充実
した学生生活をスタートさせることが目的。
関西学生プロジェクト委員会の上地翔馬さ

んは「地域社会とつながることで、関西の活
性化にも一役買いたい」と話す。飲食やワ
ークショップなどのブース出展、ステージパフ
ォーマンスなどを予定。開催時間は10時～
15時。尼崎市ベイコム陸上競技場にて。当
日スタッフや参加者を募集している。詳しくは
「関西圏大学オールスター入学祭」で検索。

今

高校生が企画
「関西圏大学オールスター
 入学祭2018」開催

ブルーにライトアップした明石
海峡大橋、錨山

©神戸コレクション制作委員会 
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ショーのなかで人気モデルが身
に付けた地場産業ブランド。

海外での日本酒PR
イベントの様子。

ラベルデザインは、漢字や
鶴の絵を大きくするなど、日
本のイメージを強調。

の後ゆるやかに回復しつつあるものの、か
つての勢いとはいまだ開きがある」と神戸
ファッション協会の藤田修司さんは話す。

　復興に向けた起爆剤に

しい状況を打破し「神戸の街を
元気にしたい」と、2002年8月に
第一回神戸コレクションが開催

された。日本初のリアルクローズ（実際に着
用できる最新の服）のファッションショーとし

て話題を呼び、今や13,000人の動員数を
誇る一大イベントに成長した。この大きな
舞台に、2015年より神戸・兵庫の地場産品
をコーディネートしたブランド「KOBE×HY-
OGO FAVORITES」のステージが登場。
シューズや帽子のほか、世界の約7割の加
工を手掛ける真珠、全国トップクラスのシェ
アを誇る姫路や龍野の革製品など、魅力
あふれるアイテムを展開している。目指す
のは、“神戸エレガンス”として独自のファッ
ション文化を発信してきた神戸のスタイル
を紡ぐこと。神戸コレクション産みの親の高
田恵太郎さんも「若い世代に上質の価値
を生み出す神戸を知ってもらい、地場産業
の未来につなげたい」と話す。

　神戸の街全体に人を呼び
　未来につながる取り組みを

戸ファッション協会などで構成
する、神戸ファッションウィーク
推進協議会では2006年より

コレクション開催に合わせた「KOBE 
FASHION WEEK」を展開。アパレルや
グルメ、コスメなど100店舗以上の情報発
信と各種イベントで、神戸の街に滞在し、
神戸のファッション“文化”を楽しんでもらう
ことが目的だ。また、いずれの取り組みも地
元の大学生を参加させ、若い世代の意見
やアイデアを取り入れながら、ファッション産
業を担う次世代の育成にも力を入れる。
　市の担当者は、「神戸にしかない品質
やデザイン性を民間事業者と協力しなが
ら国内外に向けて発信し、かつての賑わ
いを取り戻したい」と今後の発展に向けた
取り組みに、大きな期待を寄せる。

などが期待されている。
　また、名神高速や3号神戸線の大阪
方向、5号湾岸線の両方向と接続し、西
宮浜出入口を設けることも合意。西宮浜
から同道路に乗り入れることができるよう
にする。
　4月以降、県と西宮市が都市計画など
の手続きを進める。詳細なルート・構造は
国が検討し、有料道路事業の活用を前
提とする。当該路線に接続する道路管
理者である西日本高速道路株式会社と
阪神高速道路株式会社が協力する。

阪神地区で受け継がれてきた産業の一
つに、灘五郷での清酒造りがある。灘五郷
は、神戸市の西郷、御影郷、魚崎郷と、西
宮市の西宮郷、今津郷の総称で、各郷に
2から10の酒蔵があり、清酒生産量は全
国一。一方で、日本酒の国内消費量は減
少傾向にあり、灘五郷も例外ではない。

　酒蔵活性化プロジェクト
　続々実施

本酒消費量が減少傾向にあ
る中で、平成29年度から灘五
郷酒造組合に、神戸市、西宮

市阪神電気鉄道株式会社を加えた4者
で『「灘の酒蔵」活性化プロジェクト実行
委員会』を結成し、灘五郷の認知度を高
めようと、官民が連携してプロモーション
活動を実施している。

日

日本酒にもっと親しもう
灘五郷の日本酒文化をPR

　ラッピングトレインの運行に始まり、阪神
電車で酒蔵を巡るスタンプラリーを実施
したり、灘の酒を提供する飲食店を紹介
した「日本酒ガールの灘五郷ほろよいマ
ップ」を各駅に設置するなど、企画が目白
押しだ。阪神電車の担当者は「ラッピング
トレインの写真がSNSで広まるなど、蔵開
きでは昨年と比べて1割程来場者が増え
ました」と、プロジェクトの効果を感じてい
る。スタンプラリーは5月6日まで実施する。

　日本遺産認定めざす
　阪神間5市で準備会

神間に花開いた日本酒文化
をさらにアピールすべく、関係
各市が日本遺産の認定に乗り

出した。清酒発祥の地を掲げる伊丹市を
はじめ、神戸市、西宮市、尼崎市、芦屋
市の5市が合同で、日本酒文化の日本遺
産認定を目指すため「阪神間日本遺産
認定申請準備会」を3月1日に発足した。
　日本遺産とは、2015年に文化庁が創
設した地域の歴史や特色を通じて日本
の文化・伝統を語るストーリーを認定する

事業。現在、兵庫県では「丹波篠山 デカ
ンショ節」（篠山市）、「『古事記』の冒頭
を飾る『国生みの島・淡路』」（淡路島3
市）など4件が認定されている。
　現存する酒蔵の中で日本最古である
伊丹市の「旧岡田家住宅・酒蔵」、六甲
山系の気候と「宮水」、丹波杜氏の優れ
た技が育んだ神戸・西宮市の「灘五郷」、
日本一の生産量を誇る尼崎市の菰樽（こ
もだる）、酒造家の別邸として建てられた
芦屋市の「ヨドコウ迎賓館」などの日本酒
文化を国内外へ発信することで、地域の
活性化を戦略的に図る。認定可否の発
表は、2019年春頃。

［ 歩行者へ ］

● 横断歩道は、歩行者優先であることを認識すること。
● 歩行者が横断歩道を横断中又は横断しようとしてい

る場合は、横断歩道の手前で必ず一時停止し、通行
を妨げないようにすること。

● 夕暮れ時の早めのライト点灯や夜間におけるハイ
ビームの活用で、いち早く歩行者を発見するととも
に、車の存在をアピールすること。

● 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートを正し
く着用・使用すること。

［ ドライバーへ ］

神

厳

昨秋のラッピングトレイン。日本酒や灘五郷を表現する和風テイ
ストのイラストを電車の車体にほどこした。
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阪

神戸の地場産業ブランドの一例。

神戸コレクション制作委員会
エクゼクティブプロデューサー
株式会社ぜんまい
代表取締役 高田恵太郎さん

プロジェクトメンバーは125人を越える。
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